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　本研究の目的は、看護基礎教育の社会人基礎力育成に関する研究についてどのような知見が蓄積されている
のかその動向と課題について整理し研究動向を知ることであった。その結果、学年が上がるごとに人とのかか
わりが増えることで社会人基礎力の向上が見られ、さらに実習や学習内容など何らかの取り組みをすることで
一定の効果はあることがわかった。しかしながらすべての社会人基礎力の能力要素において学習や実習期間だ
けでは一定の能力要素を高めることは難しいことが示唆された。そのため、社会人基礎力育成を意図した学習
や実習方法を考えることが必要である。今回経済産業省の「人生 100 年時代の社会人基礎力」や文献レビュー
から看護基礎教育で社会人基礎力育成のための教育方法を検討した。
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Ⅰ．はじめに

　本研究は、看護基礎教育における社会人基礎力をどの
ように高めていくかを問題意識として文献レビューをま
とめたものである。看護大学に入学する学生は、将来看
護師になりたいという目的意識を明確に持った学生がい
る。一方で、周囲の勧めで漠然と憧れて入学してくる学
生もいる。中野ら（2017）は、進路を決定するにあたり
強く影響した人物は、大学生・養成所の学生とも「母
親」が一番多く 50% 以上を占めていると報告している。
また、看護系の大学・短大等が増えたことで、目的意識
のみならず学力にも幅が生まれ、多様な学生を看護師と
して育成することが看護大学・短大等に求められてい
る。さらには、あいさつを含め社会人としてのマナーや
スキルといったことや他者とのコミュニケーション力、
主体性など看護の専門知識以外の醸成も担う必要性が生
まれてきている。
　2006 年に経済産業省は、社会人基礎力を発信した。
これは「前に踏み出す力（主体性、働きかけ力、実行
力）」「考え抜く力（課題発見力、計画力、想像力）」

「チームで働く力（発信力、傾聴力、柔軟力、状況把握
力、規律性、ストレスコントロール力）」の 3 つの要素
と 12 の能力要素から構成されており「職場や地域社会
で多様な人々と仕事をしていくために必要な基礎的な
力」であるとされている。いわゆる専門的な知識を学生
時代に身につけるだけでなく、さまざまな職場で多様な
人と関わりながら社会人として仕事を進めるにあたっ

て、主体的に物事に取り組む力、課題発見をしながら考
えて解決していく力、他者とコミュニケーションを取り
ながらチームとして取り組んでいくための力の育成が必
要であるとの産業界の問題意識から経済産業省が取りま
とめたのが「社会人基礎力」である。しかし人生 100 年
時代や第４次産業革命の元でその重要性は増している一
方で「人生 100 年時代」ならではの切り口の視点の必要
性から、2017 年に新たに 3 つの視点（どう活躍するの
か、どのように学ぶのか、何を学ぶのか）を加えて「人
生 100 年時代の社会人基礎力」を発信した。その定義
は、これ以上長くなる個人の企業・組織・社会との関り
の中で、ライフステージの各段階で活躍し続けるために
求められる力とされている。さらに 2006 年の社会人基
礎力の 3 つの能力／ 12 の能力要素を内容としつつ、能
力を発揮するにあたって、自己を認識してリフレクショ
ン（振り返り）しながら、目的、学び、統合のバランス
を図ることが、自らキャリアを切りひらいていく上で必
要と位置づけられている。新たな 3 つの視点の位置づけ

「学び」とは、学び続けることから自らの強みを強化す
ること、弱みを補充し発揮する力として「考え抜く力」
が重要となり、「統合」とは、自らの視野を広げ、多様
な体験・経験や能力と人々の特異なものを組み合わせ
て、目的の実現に向け統合することで「考え抜く力」や

「チームで働く力」が重要となる。また、「目的」とは、
自己実現や社会貢献に向けて行動することで、価値の創
出に向けた行動を促す力として「前に踏み出す力」が重
要であると位置づけている（図１）。これら 3 つの視点
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のバランスを続けることで、変化する社会の中で自らの
立ち位置が相対化され「キャリア・オーナーシップ」を
個々が定めることに繋がると報告している。背景には、
学生から社会人へとスムーズに移行することや、ライフ
ステージのおのおのの段階で活躍し続けるために求めら
れる力とされている。
　公益社団法人 経済同友会（2015）によると、企業が
求める人材像と必要な資質能力は、変化の激しい社会で
課題を見出し、チームで協力して解決する力 （課題設定
力・解決力）、困難から逃げずにそれに向き合い乗り越
える力 （耐力・胆力）、多様性を尊重し、異文化を受け
入れながら組織力を高める力 、価値観の異なる相手と
も双方向で真摯に学び合う対話力 （コミュニケーション
能力）と指摘している。その一方、学生が持つ心の構造
や社会環境、将来に対する不安など様々な課題が指摘さ
れている。川上（2013）は、現在学生の特徴は変化し、
複雑・多様化している。特に顕著な特徴として「悩めな
い大学生」、「身体化」、「心の多面化・断片的」、「親子関
係の密着」、「休・退学者の増加」、「巣立てない大学生」
等が見受けられると述べている。以上のことから、現在
社会で求められている人材と大きな乖離があると考え
る。看護基礎教育の現場でも授業の進め方や実習で社会
人基礎力の取り組みはされている。看護実践は、「看護
を行う側・看護をされる側」の関係性の中で行われる。
看護の知識・技術のみならず、チームワーク力、考える
力、自己理解・他者理解、コミュニケーションを円滑に
できる能力、情報収集力や問題解決能力等が求められ
る。専門知識や技術は重要不可欠ではあるが、社会で生
き抜くための必要な力は、特に意識的に育成する必要性
が期待されている。　
　現在までの社会人基礎力に関する研究は 2006 年以降
増加しており、看護基礎教育の社会人基礎力育成におい
ても 2006 年以降増加してきている。これは 2006 年に経

済産業省が発信したのをきっかけに看護基礎教育で求め
る卒業時の実践能力と臨床が期待する実践能力の人材の
育成に関する乖離が問題とされ意識化されたものである
と考える。
　そこで本研究の目的は、文献レビューを行い、看護基
礎教育の社会人基礎力に関する研究の現状に即した社
会人基礎力の教育プログラムを検討する基礎資料とす
る。また、社会人基礎力に関する国内の先行研究の動向
を探索し、どのような知見があるのか知ることで現状の
課題と展望を明らかにし、さらに看護基礎教育で社会人
基礎力育成のための教育方法を検討することである。な
お、本研究での「看護基礎教育」は、大学・短大等の看
護系学部・学科の教育段階で行われるものを指すことと
し、その教育段階の学生へどのように社会人基礎力育成
の教育を行っているか、あるいは社会人基礎力の中でど
のような点が学生時代に育ちやすいのかの視点で文献レ
ビューを行う。

Ⅱ．研究方法

　文献レビューを行うにあたり、２段階の調査を行っ
た。第１段階は、1990 年～ 2020 年の 30 年間の「社会
人基礎力」が含まれる文献の調査を行った。文献の検索
にあたり、国立情報学研究所論文情報ナビゲータ（以
下「CINII」）及び、国内医学論文情報のインターネッ
ト検索サービス医学中央雑誌（以下「医中誌」）を用い
て、Keyword で「社会人基礎力」のみの場合と「看護
基礎教育 and 社会人基礎力」の 2 つの場合で検索を行
い、表１にその結果をまとめた。
　第２段階は表１の中の 2016 ～ 2020 年の 5 年間の文
献を分析した。「看護基礎教育 and 社会人基礎力」の
Keyword では 142 件（CINII：12 件、医中誌：130 件）
が該当するが、分析対象を絞るために原著論文のみ対象

図１　経産省「人生100年時代の社会人基礎力」から抜粋
図１　経産省「人生 100 年時代の社会人基礎力」から抜粋



大阪総合保育大学紀要　第 16 号　2021

－ 155 －

とし、研究報告、総説、会議録、学術論文でないもの
（雑誌記事）を対象外とした。さらに、原著論文ではあ
るものの、看護基礎教育での社会人基礎力の具体的内容
の記述がないもの（社会人基礎力という用語に触れてい
る程度のもの）や、すでに社会人として医療現場で働い
ている看護師の社会人基礎力（学生対象としたものでは
ないもの）についても除外した。
　また、142 件中 CINII 及び医中誌の双方に検索結果と
して挙がっているものもあったため、最終的に抽出し
た分析対象文献は 10 件（CINII：１件、医中誌：９件）
となった。これらのすべての文献を入手して分析を行っ
た。
　分析の視点としては、とくに「どのような取り組みを
行ったのか／それが社会人基礎力のどのような項目に影
響をしたのか」という点、また「社会人基礎力の実態把
握としてどのような調査を行ったのか」という点に着目
し、対象とした文献から社会人基礎力向上に関しての経
緯とその効果について検討した。

Ⅲ．結果

１．社会人基礎力に関する研究（表１）
　2006 年以降、社会人基礎力に関する研究は増加して
いる。2005 年以前は「社会人基礎力」、「看護基礎教育
and 社会人基礎力」のキーワードの検索では 0 件であっ
たが、2006 年以降「社会人基礎力」のキーワードの検
索で一気に増加している。「看護基礎教育 and 社会人基
礎力」においても、2011 年から急激に増加が見られて
いる。

２．�看護基礎教育における社会人基礎力に関する研究（表
２）

　看護基礎教育で社会人基礎力に関する研究の内容は、
（１）臨地実習前後の比較 2 件、（２）学年別比較 3 件、
（３）基礎ゼミや授業後の変化 2 件、（４）アルバイトの

経験から得られるものについての検討 1 件、（５）地域
包括ケアシステムに対応できる看護師を育成する教授内
容の文献検討 1 件、（６）社会人基礎力と職業的アイデ
ンティティ及び臨地実習自己効力感の関連１件であっ
た。

（１）臨地実習前後の比較を行った文献
　2 年次生の基礎看護学実習前後の比較を行った文献
４では、5 つの社会人基礎力「前に踏み出す力」「考え
抜く力」「チームで働く力」「倫理力」「コミュニケー
ション力」の平均値の実習前後を検定した結果、すべて
実習後に有意に上昇していたと述べている。その中で
も、「考え抜く力」と「前に踏み出す力」は特に上昇し、

「チームで働く力」と「倫理力」は実習後さらに向上し
ていた。また「コミュニケーション力」と他の社会人基
礎力の関係では、実習前には「コミュニケーション力」
と社会人基礎力に有意な相関がみられていたが、実習後
は、相関が得られない、もしくは弱くなった。それらの
ことから「コミュニケーション力」は必ずしも社会人基
礎力を上昇させる要因ではないと指摘している。統合看
護学実習の社会人基礎力と実践場面との関連を実習前後
で比較調査した文献８は、社会人基礎力は 4 つの能力

「アクション」「シンキング」「チームワーク」「倫理」の
すべてが実習後に上昇した。しかし、「規律性」「ストレ
スコントロール力」は低下した。統合看護学実習は、学
生自身が実習テーマにより自主的かつ主体的に行動でき
ることで、その行動が起因となって多岐にわたる実践場
面を体験することが可能であり社会人基礎力を高めるこ
とができると述べている。

（２）学年別比較を行った文献
　社会人基礎力と 4 年間の経年的変化の影響を及ぼした
大学生活の経験要因を明らかにした文献３は、社会人基
礎力は 2 年次にいったん低下した後、4 年次にかけて高
まる傾向がみられた。特にシンキングとチームワーク

表１　社会人基礎力と看護基礎教育と社会人基礎力の年代による分類

CINII 医中誌

社会人基礎力
看護基礎教育 and

社会人基礎力
社会人基礎力

看護基礎教育 and
社会人基礎力

        ～ 1990 年 0 件 0 件 0 件 0 件
1991 ～ 2000 年 0 件 0 件 0 件 0 件
2001 ～ 2005 年 0 件 0 件 0 件 0 件
2006 ～ 2010 年 181 件 0 件 5 件 1 件
2011 ～ 2015 年 390 件 3 件 88 件 184 件
2016 ～ 2020 年 423 件 12 件 204 件 130 件
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表２　看護基礎教育における社会人基礎力に関する研究 
（年度順、発行年代があたらしいもの順）

文献
番号 著者名（発行年） 論文タイトル 調査方法 影響した項目

１ 田中理子、他（2020）
看護学生の臨地実習自己感及
び職業的アイデンティティと
社会人基礎力の関連

臨地実習終了後
の学生に「社会
人基礎力」「職業
的アイデンティ
ティ」「臨地実習
自己効力感」の
各尺度の調査

職業的アイデンティティの「自分の医療職観の
確立」と臨地実習自己効力感の「対象の理解・
援助効力感」は社会人基礎力を高める要素であ
る。臨地実習自己効力感は職業的アイデンティ
ティを経て社会人基礎力に間接効果も及ぼす。

２ 新野由子、他（2019）

看護学士課程１年生の社会人
基礎力の変化（第１報）−初
年度時の教育の基礎ゼミを通
して−

看護学士課程１
年生を対象に「基
礎ゼミ」を通し
た主体的学習に
よる検証

「前に踏み出す力」の主体性、働きかけ、実行力
のすべての項目、「考え抜く力」の課題発見力、
計画力、創造力のすべての項目、「チームで働く
力」の発信力、柔軟性、状況把握力の３項目に
有意差が見られた。「チームで働く力」の傾聴力、
規律性、ストレスコントロール力の３項目は有
意差が見られなかった。

３ 奥田玲子、他（2019）
看護学生の社会人基礎力の経
年的変化と影響を及ぼす経験
要因

看護学専攻に入
学した１年次か
ら４年次までの
縦断調査

社会人基礎力は２年次にいったん低下した後、
４年次にかけて高まる傾向が見られシンキング
とチームワークにおいて４年次の得点が有意に
高かった。

４ 山本幸子、他（2019） 看護学臨地実習が社会人基礎
力に影響を及ぼす要因

基礎看護学実習
前後の変化を質
問紙調査

５つの社会人基礎力「前に踏み出す力」「考え抜
く力」チームで働く力」「倫理力」「コミュニケー
ション力」のすべて実習後で有意に上昇してい
た。実習前の「コミュニケーション能力」は社
会人基礎力に影響を及ぼしていると考えられた
が、実習後は相関が弱かった。

５ 市川裕美子、他（2018） 看護学生の社会人基礎力の学
年別自己評価と変化

短期大学看護学
科の１年生に社
会人基礎力能力
評価表を用いて
6 月 と 1 月 に 調
査

傾聴力、柔軟性、状況把握力、規律性は全学年、
前期・後期ともに 3.0 以上であったが、働きかけ
力、創造力、発信力は低かった。

６ 滝島紀子、他（2018）

地域包括ケアシステムに対応
できる看護師の育成に必要と
考える教授内容−基礎看護学
領域に焦点を当てて−

文献レビューか
ら教授内容を明
らかにする

特に在宅看護では「自律性」とともに社会人基
礎力をも育成していく必要性が明らかになった

７ 小島尚子、他（2017） 看護系大学生の社会人基礎力
の属性別の検討

看護学生の社会
人基礎力を問う
36 項目の質問紙
調査

１・４年次生間で社会人基礎力に有意な差はな
かった。「チームワーク」の規律性が高く、「ア
クション」の働きかけ力、「シンキング」の計画
力、創造力が低かった。

８ 山本十三代、他（2017）

在宅看護領域における統合看
護学実習前後の「社会人基礎
力」の変化と実践場面との関
連

総合看護学実習
（在宅）を終了し
た学生「社会人
基礎力」の 13 の
能力要素と実践
場面の関連をコ
ンスポンデンス
分析により検討

前に踏み出す力、考え抜く力、チームで働く力、
倫理の４項目は実習終了後に上昇。規律性、ス
トレスコントロール力は、実習終了後に減少し
た。

９ 宮部（森山）明美、
他（2016）

看護専門科目における PBL-T・
TBL 混合型教育プログラム
の評価

成人看護学（急
性期）の科目で
PBL-T・TBL 混
合型教育プログ
ラムの評価

論理的思考への自信やシンキング、課題を解決
するスキルの向上に影響があった。また PBL-T
における習熟度別グループや TBL を組み合わせ
た授業は、主体的な学びを促進する働きかけと
して有効であった。

10 若杉早苗、他（2016） 看護学部学生の学業とアルバ
イトに関する実態調査

アルバイト実施
の実態と学業へ
の影響を把握

１年次は「前に踏み出す力」の働きかけ力を身
につけており、２年次は「考え抜く力」の課題
発見力の向上、３・４年次は「チームで働く力」
の発信力、柔軟性、状況把握力などを得ていた。
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においては得点が有意に高いことが示されたと述べて
いる。また、学習活動は社会人基礎力の「アクション」

「シンキング」「チームワーク」に影響し、課外活動・私
的活動は「アクション」「チームワーク」に影響してい
た。また学年別自己評価を行った文献５は、短期大学生
１年生から３年生までの社会人基礎能力評価表を用い調
査をした結果、学年毎の前期と後期では全学年におい
て後期の自己評価が有意に高かった。１年生が最も上
昇し、2・3 年生も上昇したが２年生の平均が低い傾向
であった。能力毎では、「チームワーク」「アクション」

「シンキング」の順で得点が高かった。12 要素と倫理性
を加えた 13 の能力要素では、「傾聴力」「柔軟性」「状況
把握力」「規律性」は概ね全学年、前期・後期ともに高
く、「働きかけ力」「創造力」「発信力」が低かった。前
期・後期で有意のある能力要素は、「実行力」「課題発見
力」「計画力」「創造力」「発信力」「柔軟性」「情報把握
力」「倫理性」であったと述べている。
　１年生と４年生の社会人基礎力の属性別の相違を調査
した文献７によると入学後日が浅い１年次と４年次生間
で３能力と総合の社会人基礎力ともに有意差が認められ
ず、平均順位にも大きな違いはなかったと述べている。
また、両学年とも「チームワーク」の「規律性」が特
に高く、「アクション」の「働きかけ力」、「シンキング」
の「計画性」「想像力」が低かったと報告された。

（３）基礎ゼミや授業後の変化を検証した文献
　初年度時の基礎ゼミ（１年前期）を履修後の社会人基
礎力の変化を検証した文献２は、基礎ゼミを社会人基礎
力育成のプログラムのひとつと位置づけそれを実施し、
社会人基礎力の評価シート（経産省）を用いて前後の比
較を行い分析した。その結果、基礎ゼミ前より得点が高
かった。12 の能力要素では「前に踏み出す力」の「主
体性」「働きかけ力」「実行力」のすべて、「考え抜く力」
の「課題発見力」「計画力」「創造力」のすべて、チーム
で働く力の「発信力」「柔軟性」「状況把握力」の 3 項目
に有意差がみられた。また、「チームで働く力」の「傾
聴力」「規律性」「ストレスコントロール力」の３項目は
有意差がなかったと述べている。少人数グループでの具
体的な課題について調べてまとめるという基礎ゼミの方
法や達成目標が、グループの主体性や対話を促し、社会
人基礎力を上げたと説明している。
　PBL-T（全 3 回セッション）・TBL（全 3 回セッショ
ン）混合型授業前後の評価を行った文献９は、批判的思
考態度尺度、社会人基礎力、独自に作成したグループ学
習による課題解決能力の自己評価項目で調査をした。そ
の中の社会人基礎力の「シンキング」において授業開始

前より優位に上昇がみられたと述べている。一方で「ア
クション」「チームワーク」は、有意差は見られず、低
下している項目があったと報告している。PBL-T・TBL
はチームで課題を解決するため論理的思考の自覚や新し
い発想を生み出す力は短期間でも効果があると説明して
いる。

（４）�アルバイトの経験から得られるものの調査を行っ
た文献

　看護学部学生とアルバイトの実態調査の行った文献
10 は、アルバイトの経験は社会人基礎力を増すと示し
ている。人との関りや接遇コミュニケーションの取り方
などの前に踏み出す力、周囲状況の観察力、情報の取り
扱い、仕事の効率などの考え抜く力、上下関係、気遣
い、言葉使い、他職種の様子を見るなどチームで働く力
など社会人基礎力の向上につながっていると述べてい
る。社会人基礎力の３つの能力と 12 の能力要素では、
１年生は「アクション」のうち「働きかけ力」、２年生
は「考え抜く力」の「課題発見力」、3・4 年生は「チー
ムで働く力」の「発信力」「柔軟性」「状況把握力」を得
ている実態が確認できたと報告している。

（５）その他
　次の２つの文献は、何らかのプログラムを実施した結
果、社会人基礎力の向上が見られたというものではない
が、看護学生を対象とした社会人基礎力を扱った論文と
して紹介する。文献６は、地域包括ケアシステムに対応
できる看護師の育成を基礎看護学実習に焦点を当てた文
献レビューから教授内容を明らかにしている。在宅看護
では、「自立性」が重要になり教授するにあたり「自立
性」、「前に踏み出す力、考え抜く力、チームで働く力」
なども育成していくことが必要であると述べている。ま
た、文献１によると、臨地実習自己効力感は社会人基礎
力に直接影響を及ぼすとともに職業的アイデンティティ
形成を経て間接的に影響を及ぼしていた。職業的アイデ
ンティティの「自分の医療職観の確立」は、アクション
の「主体性」、シンキングの「計画性」とチームワーク
の「規律性」に影響していた。理想の看護像を明確に
し、看護観を形成することは、社会人基礎力全般を高め
るために有用であると指摘している。

Ⅳ．考察

１．看護学生を対象とした社会人基礎力育成
　看護学生を対象とした社会人基礎力育成では、学年別
に比較していた文献３は、4 年生は高く 2 年生ではいっ
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たん低下しており、文献５の短大での調査でも 3 年生は
高く、1 年生より 2 年生の方が低い傾向がみられた。ど
ちらも中学年での低下が見られている。これについて文
献５では、学年が進むごとに難易度も増し、自分の能力
や課題解決が思うように行かず自己評価が低くなること
が影響していると指摘している。入学時に比べ周りの環
境に慣れ緊張感がほぐれることや学習内容も難易度が増
していき課題等に時間がかかったりすることで自信がな
くなっていくのも要因になっていると推測する。一方、
最終学年で再度上昇している。学内とは違う環境での臨
地実習を経て、問題解決や他者理解、また人との関わり
が増したことなど様々な経験や体験をしたことで社会人
基礎力の向上につながったのではないかと考える。文献
７の研究では、1 年次と 4 年次では 3 つの能力・総合の
社会人基礎力共に有意差がなかった。原因として同年代
での経験が影響している可能性があると指摘している。
以上のことから、学年が上がるほど多様な経験を重ねて
いることが上昇につながっていると必ずしも言えず個々
が社会や人とどう関わり体験を重ねているのかが、社会
人基礎力を向上させるために重要であると考える。近
年、子どもの生活環境は変化し地域や家庭での生活体験
の減少やコンピューターなど人と関わらなくても情報が
手に入るため社会に出たときに必要である活動する力を
養う機会が減少していると考える。しかし、看護師を目
指すためには対象者が人であり必ず関わる必要性があ
り、専門知識や技術だけでなく社会人としての成長も期
待される。また、文献５は、3 つの能力では、「チーム
ワーク」「アクション」「シンキング」の順であり、12
要素別では、「傾聴力」「規律性」「柔軟性」「状況把握
力」の順で高く、「発信力」「想像力」「働きかけ」が低
下していたと報告している。看護はチームで活動して
いるためこれまで学んできた学習や学内演習などから
学んできたと推測する。しかし、「チームワーク」の中
の「発信力」が低下していることから、相手の話を傾聴
し柔軟性を持ち対応でき状況の理解はできるが、自らの
意見を相手に伝えることが苦手であり声掛けがなければ
受け身の状態であると考える。山下（2017）は、自分の
意見を的確に伝え、意見や立場の異なるメンバーも尊重
した上で、目標に向けともに協力することが必要である
と述べている。そのためには、演習や学習内での工夫や
継続教育の必要性が示唆された。また、臨地実習前後で
は、３つの能力が上昇されている。臨地実習では受け持
ちの方とのコミュニケーションから情報を取ることから
始まり、問題点を解決するための看護実践を行い、評価
を行う。その過程には 3 つの能力すべてが必要であり、
かつ他者理解、自己理解、倫理観が必要であると考え

る。文献８の研究では、実習後に「チームワーク力」の
「規律性」、「ストレスコントロール力」が低下したと述
べている。これに対し、自らの行動だけでなく周囲の影
響を考えて、責任ある規範となる行動をとることの困難
さを感じたのではないかと指摘している。社会のルール
や他者との約束、他人に迷惑をかけないなど幼少期から
の成長過程で他者との関係性の稀薄性が推測される。
　以上のことをまとめると、学年が上がるだけではなく
アルバイトなどの社会や実習やグループワークなど人と
の関わりを経験することが社会人基礎力の向上につなが
ることが考えられる。すなわち、学生たちにとって講義
を通しての専門知識の獲得だけでなく、学校外のアルバ
イト等の経験、学校外での実習、学校内の演習等におけ
るグループワーク等の「人との関わり」を体験・経験を
通した学びが社会人基礎力の育ちに影響を与えることが
示唆される。また内閣府（平成 16 年）の少子化社会白
書によると、子どものいる世帯やきょうだい、子ども自
体の減少は、子ども同士が、切磋琢磨し社会性を育みな
がら成長していくという機会を減少させ、自立した、た
くましい若者へと育っていくことをより困難にする可能
性がある。現に、核家族化の進展や地域社会の崩壊が、
人間関係やコミュニケーションの不足による児童や家庭
の多くの問題を発生させてきたとの指摘がある。また、
子ども同士がふれあう機会の減少や、子どもたちが赤
ちゃんと接する機会が減少していることも、親となって
からの子育てに対して様々な面でマイナスの影響を及ぼ
しているのではないかと考えられると報告している。現
在の日本では、大家族がなくなり核家族化したことで家
庭教育や地域活動などあらゆる面で社会人基礎力を弱め
ている。さらに学校教育では、成績や受験のための学習
が中心となり、子ども同士の関わりは SNS を通じての
コミュニケーションなど社会や人との関係性の変化から
一昔前までの自然と身につくことがなくなっていると推
測される。
　そのため、看護基礎教育として「人との関わり」を意
識的に取り入れた教育を行うことによって、社会人基礎
力育成に資すると言えよう。今回文献レビューではいく
つかの授業実践の工夫が示されているので、それを参考
にして何らかの研修や学習を通じての取り組みを行うこ
とで、社会人基礎力向上の一定効果はあると想定する。

２．�2017年度の「人生100年時代の社会人基礎力」
の視点からの検討

　経済産業省中小企業庁は（平成 30 年 3 月）に、2017
年の「人生 100 年時代の社会人基礎力」の新たな 3 つの
視点の「何を学ぶか」「どのように学ぶか」「どう活躍す
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るか」が追加され、その中の「何を学ぶか」では、必要
に応じてアップデートする必要がある。さらに日々の経
験や他者との関わりの中から学ぶことが重要であり、ま
た定期的に自らを振り返ること（リフレクション）が有
効であるとも述べている。加えて、我が国人材力強化に
向けたアクションプランの中でも個人として取り組むべ
き方向性の中の１つにリフレクションの徹底とある。
　学生たちが「人との関わり」の体験を通して学ぶこと
によって社会人基礎力が育成されることが前述のように
示唆された。さらに 2017 年の「人生 100 年時代の社会
人基礎力」の視点を踏まえると、その体験・経験を振り
返ること（リフレクション）が重要になってくる。その
ため看護基礎教育では、基礎ゼミ等での社会人基礎力育
成を意図したプログラムでの学生自身の振り返りや、実
習などでの社会人基礎力育成の視点での振り返りが重要
であると考える。また看護学生 3 年生の半年間は、臨地
実習であり睡眠や食事など自己の体調を整えることで自
分の感情と向き合えることができることが重要である。
そのため看護基礎教育における社会人基礎力育成は３つ
の要素の中でもストレスを含め感情をコントロールする
ことができる能力も必要である。そこで社会人基礎力育
成を意図したプログラムや実習等の実施後に、社会人基
礎力の 3 つの要素と 12 の能力要素に加え、良かった点
やできた点などの肯定的な側面を自己認識（自己評価）
していくことや「今後の課題」の認識、さらにそれらを
踏まえた「次への目標」を考えリフレクションしていく
ことで、学生自身の自分の良さも含めたリフレクション
となり、感情の安定やコントロールにつながっていくの
ではないかと考える。また経済産業省の「人生 100 年時
代の社会人基礎力」（図 1）においても、中心軸に「リ
フレクション（振り返り）」が貫かれており、その力の
育成が重要と考えられる。そして今後必要となる資質・
能力として経済産業省の中小企業庁は、「新たな時代に
必要とされている能力を踏まえて社会人基礎力を整理し
ておく必要がある。その際、就学前から社会人の学びま
で、人生 100 年時代における教育・能力開発の各ステー
ジの課題に対応した物とするべきである」と述べてい
る。すなわち、体験・経験のリフレクションは、看護基
礎教育のみならず卒業後も継続して課題に対応していく
ことが必要であると考える。たとえば、風間ら（2020）
の研究によると、新人看護師にリフレクションシートを
使って振り返る取り組みを行ったことで社会人基礎力に
影響を与えられたと述べている。具体的には、2 名の新
人看護師にリフレクションシートを用いて、年 2 回の面
接を行った結果、疑問や解決法をフィードバックできた
ことで「計画性」「創造力」が、自己の強みに気づくこ

とができたことで「傾聴力」が上がったことを明らかに
している。リフレクションシートを用いた面接は、自己
への気づきを促すいい機会となりフィードバックできた
ことからリフレクションの意味づけにつながり、社会人
基礎力の向上につながったと報告しており、学生時代の
みならず卒業後も継続していくことで社会人基礎力育成
につながると考える。

Ⅴ．まとめ

　学校外での実習やアルバイト経験、学校内での演習や
グループワークなど「人との関わり」が増えていくこと
が社会人基礎力を上昇させる要素の１つである。また、

「人との関わり」の体験を通し、さらに「人生 100 年時
代の社会人基礎力」の視点を踏まえると、その体験・経
験を振り返ること（リフレクション）が重要である。

Ⅵ．今後の課題

　社会人基礎力の向上を行うためには、学生の日々の体
験に基づいたリフレクションをすることが大切であり、
それを積み重ねることにより習慣化された考えの行動変
容につなげられるようにすることが大切である。そのた
め、看護基礎教育の中で行える学習や実習などで日々リ
フレクションできるようにさらに精査していく必要があ
る。
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Research Trends on the Development of Fundamental Competencies 

for Working Adults in Basic Nursing Education

Midori Takagi
Osaka University of Comprehensive Children Education Graduate School

　The purpose of this study was to learn about the research trends on the development of 
fundamental competencies for working adults in basic nursing education by organizing the trends 
and issues of what kind of knowledge has been accumulated. Consequently, it was found that the 
students’ fundamental competencies for working adults improved due to increased involvement 
with other people as they progressed through the grades and that taking some approaches, such 
as practical training or study content, had a certain effect. However, the results suggest that 
it is difficult to achieve a certain level of competence in all the competence components of the 
fundamental competencies for working adults only through study and a period of practical training. 
Therefore, it is necessary to consider learning and practical training methods intended to develop 
fundamental competencies for working adults. This study was examined an education method to 
develop fundamental competencies for working adults in basic nursing education based on the 
Ministry of Economy, Trade and Industry’s “Essential competencies for the 100-year life” and the 
literature review.

Key words：basic social skills, basic nursing education　




